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　 最 近 ，我 々 は抗て ん か ん 剤の 長 朗服 用患 者 で ，中毒

性 ニ ュー
ロ パ チ ー一と 考 え ら れ る二 症 例 を経 験 し た 。そ

の う ちの
一例 で 神経 伝 導 速度 の 明 らか な 低 下を 認 め た

こ と よ り，抗 て ん か ん 剤 服用 患 者 の 誘 発 筋 電 図 学 的 検

討 を行い ，潜在性 末梢神経 障 罟の 有無 を 検 討 し ，こ れ

らに 及 ぼ す諸 因子 に つ い て 分 析 した 。

　 対 　象

　 50 症例 で 年 令は i8 〜51 才 ，平 均 30 才。薬剤

服用期 間 は 1 〜24 年 ， 平 均 10 年 。全例 で て ん か ん

の 重 症 度 ，神経 症 状 （腱反射 ，知 覚 機 能 ） ．薬剤の 面1

中 濃 度 （DPH ，PB ）を検 討 した。重症 度 に つ い て は

発 作 頻度 ，治 療 の 難易 、社 会生 活 適応 、脳 波 所 見な ど

に よ り，軽症 ，中等症 ．重症 の 3 群 に ，ま た 服 薬期間

は 0 〜5 年 ， 6 〜10 年 、 11 〜15 年 ，15 年以 上

の 4 群 に 分 け i 誘発 筋電 図所 見 と の 関 連 fCお い て 検 討

した 。

　 方 　法

　 対象 と した 神 経 は 正申神 経 ，後 脛骨 神経 、腓腹神 経

の 3 神経 で ， 運 動 神 経 で は 運 動 神経 伝 導速 度 （MCV ），

M 波振 幅 （MAP ），末端 部 伝 導 時 間 （TCT ），混 合 神

経 伝導速 匿 （MNCV ）， 同活動 電位 CMNAP ）を，ま

た 知覚神 経 で は 知覚神経 伝 導 速 度 （SCV ）、同活動 電

位 CSNAP ），を検討 した ．また 後 脛 骨神 経 で は 最 大

振 幅比 H ／ M 値 を 求 め ，ア キ レ ス 腱反 射 （ATR ）と の

関 連 嶮 を求 め た 。

　結　果

［1｝　 50 症 例 の 血 中 DPH 濃 廣 は 5．2 ± 4．7 μ g／ n1 ，

PB 濃 度 は 9．1 ± 6，1 μ9hml で ， て ん かん の 重症 度 と

血 中濃 度と の 間 に 椙関 は み られ rs か
っ

た 。

［2） 種 々 の 誘発 筋 電図学 的 検 査 の う ち ，平均 値に お い

て 有 意の 低 下を示 した 模 査項 目は ，後 脛 骨神経 H ／ M

値 （重 症群く 軽症 群、15 年 以 上 服 薬群 く 5 年 未 満 群），

MNCV お よ び MAP 〔重 症 群く 軽 症 群），　 正 中神経

SNAP 　 Cl5 年 以 上 服 薬 群 くζ5 年 未満 群 ）で あ っt：。

〔3） 最 もよ くみ られ た 異常 所 見 は ，後 脛骨 神経 TCT

延 長 （28 ，8 ％ ），H ／ M 値低 下 （22 ．0 ％ ｝．MNAP

低 ド 〔18 ．0 ％ ），正 巾 神 経未端 部 8ev 低 ド （指一手

関 節 ，15 ．2 ％ ），MNAP 低 下 Ci5 ．2 笏 ） な どで あ

っ た。MCV ，SCV の 異 常 所 見 出 現 頻 度 は 3神 経 と も

低 か っ た （0 − 4 ％ ）。

t4］ 後 騨 骨神 経 お よ び 正中 神経 に お い て は ，重症 群 が

軽症 群に 比 し ，ま た 15 年 以 ヒ服 薬群 は 5 年 未満群 に

比 し ，異常 所 見 出現 率が 高 か っ た 。

（5） ATR 著 名 低 Fな い し 消失 は 15 症 例 に み られ，重

症 群 ，15 隼 以上 服薬 群 に 有意 に 高頻 度 に み られ た。

ま た H ／ M 値 の 低 下 は ATR 低 下 また は 消 失 と平行 し，

未梢神経 機 能 障害 検 出の 鋭敏 な 指標 と 考 え られ た 。

　 結　 語

　 誘発 筋電 図学 的検 討 SCよ り，抗 て ん か ん 剤 の 長 期 服

用患 者 ま た は 重 症 思者 で は ，末梢 神 経 障害 が 出現 しや

す い こ と を 述 べ た 。ま た ATR の 低 下 な い し 消失 は 臨

床 的 に も っ と も鋭 敏な 徴 候 で あ る こ と を 述べ た 。
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